
【資料No３】

現行計画の構成と次期計画の骨子検討について

(現行）唐津市第2期子ども・子育て支援事業計画　構成 (次期）唐津市第３期子ども・子育て支援事業計画（骨子案）

▼備考（拡充の検討等）

第1章 計画策定にあたって 第1章 計画策定にあたって

1 計画策定の背景 1 計画策定の背景

２ 計画策定の趣旨 ２ 計画策定の趣旨
「子ども・子育て支援事業計画」に子どもの貧困対策、ヤングケアラー対策
を含む。こども基本法に基づく「市町村こども計画」として策定。

３ 子ども・子育て支援法に基づく制度の概要 ３ 子ども・子育て支援法に基づく制度の概要

４ 計画の位置付け ４ 計画の位置付け

５ 計画の期間 ５ 計画の期間 令和７年度から令和１１年度の5年間

６ 計画の策定体制 ６ 計画の策定体制 子どもの意見聴取を実施

第２章 唐津市の子ども・子育てを取り巻く環境 第２章 唐津市の子ども・子育てを取り巻く環境

１ 人口・世帯・人口動態・子どもの人数等 １ 人口・世帯・人口動態・子どもの人数等 現行の14歳まで人口を17歳まで人口に拡充

２ 幼稚園・保育所・認定こども園の設置状況 ２ 幼稚園・保育所・認定こども園の設置状況

３ 地域子ども・子育て支援事業の状況 ３ 地域子ども・子育て支援事業の状況

４ ニーズ調査の結果概要 ４ アンケート等にみる課題 こども大綱の重要事項に準じた整理を行う

５ 子どもの意見 子どもの意見聴取及びアンケートの子どもの意見概要

第３章 子ども・子育て支援の基本的な考え方 第３章 子ども・子育て支援の基本的な考え方

１ 基本方針 １ 基本理念 「子どもを生み育てやすいまちづくり」の継承を検討

２ 基本理念 ２ 基本方針

３ 施策の体系 ３ 施策の体系

第４章 子ども・子育て支援に関する施策 第４章 子ども・子育て支援に関する施策 法定計画としての必須記載事項に絞る

１ 提供区域の設定 １ 提供区域の設定
幼児期の教育・保育、地域支援事業：全市1区域設定。放課後児童クラブは小
学校区別。

２ 「量の見込み」と「確保の方策」について ２ 「量の見込み」と「確保の方策」について

３ 幼児期の教育・保育の量の見込みと確保の方策 ３ 幼児期の教育・保育の量の見込みと確保の方策

４ 地域子ども・子育て支援事業 ４ 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の方策
3事業新設。子育て世帯訪問支援事業【新規】／児童育成支援拠点事業【新
規】／親子関係形成支援事業【新規】

５ 社会や国の動向に対応する取り組み ５ 社会や国の動向に対応する取り組み
ヤングケアラーに対する支援の強化／こども誰でも通園制度（地域子ども・
子育て支援事業に位置付け）／産後ケア事業の提供体制の整備（地域子ど
も・子育て支援事業に位置付け）

第５章 次世代育成支援に関する施策 第５章 こどもまんなか社会へ向けての施策
次世代育成支援の旧根拠「少子化対策大綱」がこども大綱の中で「こどもま
んなか、の考えの下で・・・」と記載追加になっていることも踏まえ検討。

１ 地域における子育ての支援 １ 地域における子育ての支援 事業者、支援団体への支援　等含む

２ 母性並びに乳児および幼児等の健康の確保および増進 ２ 母性並びに乳児および幼児等の健康の確保および増進 プレコンセプションケアを検討

３ 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 ３ 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 いじめ防止、不登校のこどもへの支援等

４ 子育てを支援する生活環境の整備 ４ 子育てを支援する生活環境の整備 子育てや教育に関する経済的負担の軽減　等

５ 職業生活と家庭生活との両立の推進 ５ 職業生活と家庭生活との両立の推進 家庭教育支援／ひとり親家庭への支援／共働き・共育への支援　等

６ 子ども等の安全の確保 ６ 子ども等の権利と安全の確保
児童虐待防止／ヤングケアラー対策／権利に関する普及啓発／権利侵害の救
済　等

７ 配慮が必要な子どもと家庭への取り組みの推進 ７ 配慮が必要な子どもと家庭への取り組みの推進 障害児支援・医療的ケア児等への支援／自殺対策　等

第６章  子どもの貧困対策
教育の支援／生活の安定に資するための支援／保護者の職業生活の安定と向
上に資する就労の支援／経済的支援／支援の利用を促す取組　等、こども大
綱に準じた取組整理

第６章 計画の推進体制 第７章 計画の推進体制

１ 関係機関等との連携 １ 関係機関等との連携

２ 計画の達成状況の点検・評価 ２ 計画の達成状況の点検・評価

資料編 資料編


